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（原図の出典：国立がん研究センター）

肥満

内臓脂肪組織

全身代謝

エストロゲン
上昇

甲状腺機能低下症
と、脂質プロファイ
ルの悪化

アディポカイン
　　の組成悪化

インスリン抵抗性
高血糖

Endometrial cancer
子宮内膜がん
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子宮体がんを防ぐための基本的な心構え <作成：stnv基礎医学研究室>

BMI が27の
身長と体重は、

身長＝158 cm
体重＝67.4ｋｇ

計算式
67.4 / (1.58 * 1.58) 
= 26.99…

これを超えると、
急にリスクが高
まっていく

 BMI が30の
身長と体重は、

身長＝158 cm
体重＝74.9ｋｇ

計算式
74.9 / (1.58 * 1.58) 
= 30.00…

かなり高リスク
の状態である

過剰の脂肪組織が、閉経前後のエストロ
ゲンを増やすとともに、メタボリックシンド
ロームの各種症状を悪化させ、子宮内膜
の細胞外環境を悪化させ、発がんに至る。

（原図の出典：札幌孝仁会記念病院）
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（原図の出典：
  Biomedicine & 

Pharmacotherapy, 
Volume 161, May 
2023, 114526）

子宮体がんを防ぐには、内臓脂肪
を減らすことと、発がん性の高い
性ホルモン代謝物を作らないこと。

（原図の出典
　：薬読）


